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■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

設置図

■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

職種

クレーン等取込開口部の両サイドにレールを敷き構台を設置、その構台をスラ
イドさせることにより資材の取込を効率化。
荷取り口を建物内部に設置または逆打ち工法等による地下階への取込におい
て構台面をスライド式とすることで、地下階（特に途中階）への資機材搬出入が
軽減。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【安全】
・構台をスライドすることで完全な開口部養生が可能。
・手すりの設置も取付可能。
【省人化】
・敷地に余裕が無く荷取り口を建物内に設置する現場、逆打ち工事での地階
への資材取り込み等で威力を発揮。
・荷取り開口からの資材取り込みが一人で行え、作業の安全・省力化。
・連結可能で床開口面積にアジャスト可能。

構台寸法
　レール幅　3.75m～6.75m
　構台幅　　4.0m～7.0m（1mピッチ）
　構台長　　1.0m、2.0m（連結可能）

適用条件
・積載荷重は等分布でで600kg/m2、レールは角鋼（□44×44）。
・形式が同じならば連結可能。
・現在はモーター式は取扱不可(左枠設置図　×部)。

メーカー等 ㈱日本技術センター（株式会社アクティオにてレンタル）

備　考

検討時期

特　許 なし

㈱アクティオのカタログより
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部位・種別 着眼点 効果

Phase0（営業）
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Phase3（実施設計）
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Phase5(施工）
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